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A 警告 


電気製品はまをのためのま意 
事項を守らないと、乂災や人身 
事故になることがあります。 この取扱説明書に 
は、事故を防ぐための重要な注意事項と製品の 
取り掘いかたをおしています。本書をよくお読 
みのラえ、製品を安全にお使いください。お読 
みになったあとは、いつでを見られるところに 
必ずな管してください。 
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付属品を確認する 


万一、不足の場合はお買い上げ店にごす目談<ださい。 （） 巧は個数 


•カメラ （1) 

•バッテ U —チャージャー 
BC - VW 1(1) 

• 1」チャージャブルバッテ I 」一 
パック NP - FW 50 (1) 

• USB ケーブルり） 

•ショルダーストラップ （1) 

•アイピースカップ (1) 

• ボディキゎップ (1) (本機に装着) 


• アクセヴ U —シューキャップ 
(1)(本磯に装着） 

•ク U —ニングク□ス （1) 
• CD-ROM (1) 

- a アプ U ケーシヨンソフト 
ウェア 

- a 八ンドブック 
•取扱説明書(準備編）（本書） （1) 
•取扱説明書(操作編) （1) 
•保証書 (1) 


NEX -7 K に付属 

• E 18-55 mm ズームレンズ（1)(レンズフ□ントキャップ、レンズリヤ 
キゎップ含む）（フ□ントキャップとレンズリヤキャップはレンズに 
装着されています） 

• レンズフード （1) 



バッテリー(電池)を巧電する 

初めてお使いになるときは、—インフォ U チウム"バッテ U — NP - FW 50 
(付属)を必ず充電して < ださい。 

"インフォ U チウム"バッテ U —は、使い切らない状態でち充電でさま 
す。また、充電び完了していない状態で使用することもでさまず。 


1 パツテリーをパツテリー 
チャージヤーに入れて、巧電 
する。 


• 充電び完了すると CHARGE ラ 
ンプび消える。 

充電時間の目安] 250分 I 



CHARGE ランプ 


I 使用でをるメモリーカード 


本機で使用できるメモ U —力一问ま、じ(下の通りです。ただし、すべて 
のメモリーカードの動作を保証するちのではありません。 


対応メモ u — カード 

静止画 

動画 

本書での表現 

メモ1」ースティック PRO デュオ 

〇 

0( Ma 「 k 2 のみ） 

メモリー 
スティック 
PRO デュオ 

方モ U - スティック PR 0 -HG 
デュオ 

〇 

〇 

SD メモ1」ーカード 

〇 

〇に la 巧4政上） 

SD 力ード 

SDHC；>itU —カード 

〇 

OCCIass 4じ(上） 

SDXC メモ U —カード 

〇 

0に1お S 4政上） 


• マルチメディアカードは使用でさません。 


I メモリーカードを取日出す 

カバーを開けて、アクセスランプび点なしていないことを確認し、メモ 
U —カードを1度巧す。 

•アクセスランプ点灯中は、絶対にメモ U - 力ードを取り出したり、 
バッテリーを取りはずしたり、電源を切ったりしないでください。 
データび壊れることびあ0ます。 

レンズを巧0付ける/はずす 

レンズの取り付け凍りはずしは、本磯の電源を 「 OFF 」 にしてから行っ 
て < ださい。 


ごを意 


• バッテ U - の残量や、充電環境によって、充電時間は異なります。上記の目安は、 
バッテ U —を使い切ってから温度25ごの環境下で充電した場合です。 

• 温度10ご〜30での環境で充電ずると、効率のよい充電びできます。 

• バッテ1」ーチャージャーを取り付けるとさは、お手近なコンセントをお使いく 
ださい。 

• 充電び完了して CH 冉 RGE ランプび消えてを電源からは遮断されません。使用中、 
不具合び生じたときはすぐにコンセントからプラグを振き、電源を遮断してく 
ださし、。 

• 充電したバッテ IJ 一は、使わなくてわかしずつ放電しています。 

撮影機会を逃さなしすこめにち、ご使巧前に充電してください。 


バツテリー(電池)を入れる 


1 レンズと本機の2つの白色の 
点を合わせてはめ込む。 

• ゴ S やほこりび入らないよラ、 
マウントを下向さにして取り 
付ける。 



2レンズを軽く本機に押し付け 
なび5、 r カチッ」と音がずる 
まで矢印のち向にゆっくり回 
ず。 



1カバーを開けて、パッテリー 
を入れる。 

•バッテ U - の端で□ックレ 
バーを巧しなびら入れる。 



2カバーを閉じる。 


I パッテリーを取日出す 

電源を切0、アクセスランプび点な 
していないことを確認し、□ックレ 
バーをずらして、バツテ U —を引さ 
出ず。 



メモリーカード(別売)を入れる 


1イラストの向さに合わせ、メ 
モリーカードを入れる。 

• 「カチッ」と音びするまで舆に 
差し込む。 

切0欠をの向をにま意する 



ごを意 


• レンズを取り付けるときは、レンズ取りはずしボタンを押さないでくださし、。 

• レンズに無理な力を加无ないで<ださい。 

• A マウントレンス(別売)をご使用の場合は、マウントアダフター（別売)び必要 
です。詳しくはマウントアダプターの取扱説明書をご覧ください。 

I レンズを取日はずず 


1 レンズ取りはずしボタンを巧 
しなび5、レンズを矢印の方 
向に止まるまで回して取りは 
ずず。 


レンズ取りはずしボタン 



ごを意 


• レンス交換の際に、カメラ内にゴ S やほこりび入ってイメージセンサー(フィ 
ルムの役割を栗す部分)表面に付着ずると、撮影ま件によっては、ゴ S やほこり 
び画像に写り込むことびあります。本機はアンチダスト機能により電源オフ時 
に本機びかし振動し、ゴミやほこりが付きにくくなっておりますが、レンズの取 
り付け/取りはずしを行う際は、ほこりの少ない場所で素早く行ってください。 


時計を合わせる 

初めて電源を入れたとさは、曰時設定の画面び表示されます。 


1電源スイッチを roN 」 にして、電源を入れる。 

日時設定を要求する画面になる。 



3陳京/ソウル]が選ばれていることを確認し、コント□-ルホ 
イールの中央を押ず。 


4コントロールホイールのをちで項目を選び、上下または回して 
数値を設定ずる。 

• 真夜中は1 2:00 AM 、 正午は1 2:00 PM となる。 


5ずべての設定が終わった6、コント□ールホイールの中央を押 
ず。 


フアインダーの見えかたを調整する(巧度調 
整） 

ファインダー内の画面表示びはっさり見えるよラに、視力に合わせて 
調整してください。 



アイピースカツプを付ける/はずす 

ファインダーで撮影するとさは、アイピースカップを取0付けること 
をおすすめします。 


1アイピースカップの上の部分 
をファインダーに当てて、下 
にはめ込む。 

• はずすときは、左ちを持って引 
さ上げる。 



ごま意 


• アクセヴ U —シューに別売アクセヴ U —を取り付けるとさは、アイピースカツ 
プをはずしてくださし)。 


ソフトウエアをインストールする 

本機で撮影した画像をいっそラご活巧いただくために、 CD-ROM (付 
属）にはじ(下のソフトウエアび収録されています。 

•「Image Data し onverted 
RAW 画像の編集などびでさる。 

• fPMBJ (Picture Motion Browser ) ( Windows のみ） 

画像をパソコンに取り込む、カレンダー上に表示するなどの画像編集 
びでをる。 


ごま意 


• rPMB 」 をすでにインストールしているパソコンで、付属の CD - ROM のパ’ージョ 
ンよりかさい番号をご使用の場合は、付属の CD - ROM か日をインス!-ールして 
<ださい。 

I Windows 

付属ソフトウエアを使ったり、 USB 接続で画像を取り込んだりするに 
は、下記の推奨環境び必要です。_ 

0 S (工場出荷時にインス Microsoft Windows XP * SP 3 AA/indows Vista 

卜ールされていること） SP 2/ Windows 7 SP 1 


rPMB」 使巧時 

CPU : Intel Pentium HI 800 MHz な上 
( HD 動画再生•編集時は Intel Core Duo 1.66 GHz 
上 、 Intel Core 2 Duo 1.66 GHz な上 、 Intel 
Core 2 Duo 2.26 GHz 技上 (HD FX/HD FH )、 

Intel Core 2 Duo 2.40 GHziiLL(HD PS )) 
メモリー: 引 2 MB な上 (HD 動画再を-編集時は 

1 G 化ん L ) 

インストール時に必要な A —ドディスク 容量： 

約50日 MB 

ディスプレイ：1 日 24X768 ドット政上 

rimage Data Converter 
VerAl 使用時 

CPU/ メモリー: Pentium 4が上/1 GB 凹上 
ディスプレイ： 1日 24X768 ドット政上 


64 bit 版は除きます。ディスク作成機能のご使用には 、 Windows Image 
Mastering API ( IMAPI ) Ver .2.0 政上び必要です。 


1 CD-ROM (付属)をディスクドライプに入れ、画面の指示に 
従ってインストールずる。 


I Macintosh 


付属ソフトウエアを使ったり、 USB 接続で画像を取り込んだりずるに 
は、下記の推奨環境び必要です。 


OS (工場出荷時にインス 

1ルされていること） 

USB 接続： Mac OS X ( v 10.3 〜 v 10. 目） 
rimage Data Converter Ver.4j : Mac OS X 
v 10.5 /Mac OSXv 10.6 (Snow Leopard ) 

rimaqe Data し onve け er 
Ver.4_| 使用時 

CPU : Intel Core Solo/Core Duo / Core 2 Duo な 

どのインテルプ n セツヴー 
メモリ：1 GB 政上を推奨 
ディスプレイ：1 日 24X768 ドツト政上 


1 CD-ROM (付属)をディスクドライプに入れ、 CD - ROM アイ 
コンをダブルクリックずる。 


2戦フるォルダの中の [ IDS _ INS , pkg ] を任意のフォルダに 


3コピー巧のフオルダの中の [IDS INStpkg ] をダブルクリツ 
クずる。 

• 切降画面の指示に従ってインストールを進め、完了する。 


使用上のご注意 

表で言語について 

本機は日本語のみに対応してレます。その他の言語には変更でさません。 

ク ij — ニングク□スについて 

ク□スのク U —ニング面の大さなゴ S は取り除いてからおいてください。 

本機搭載の機能について 

本機で撮影した 3 D 画像を 3 D 対応モニターでご覧になる場合、眼の疲巧、疲れ、気分び悪 
くなるなどの不快な症状び出ることびあります。 3 D 画像を視聴するときは、定期的に■(木 
憩をとることをおずすめします。必要な休憩の長さや頻度は個人差びありますので、ご 
自身で判酣してください。不快な症状び出たとさは、回復ずるまで 3 D 画像の視聴をやめ、 
必要に応じて医師にご相談ください。本機に接続ずる磯器やソフトウエアの取扱説明書 
ちあわせてご覧<ださい。なお、おモ様の(特に6歳未おの幼児)の視覚は発達段階にあり 
ます。おモ様び 3 D 画像を鑑賞する前に、小児科や眼科などの医師にご相談ください。大 
人のかたは、おモ様に上記を守らせるよラに監督してください。 

液晶モニターおよびレンズについてのごま意 

• 液晶モニターは有効画素弓 9. 9弓％け上の非常に精密度の高い技術で作られていますび、 
黒い点び現れたり、白やホ、青、攝の点び消えないことびあります。これは故障ではあ 
D ません。これらの点は記録されません。 

• 液晶モニターの裏には磁石び設置されていまず。フ□ツビーディスクやクレジッ h 
カードなど磁気の影響を受ける物を挟まないで<ださい。 



• 寒いところで使ラと、画像び尾を引いて見えることびありますび、故障ではありませ 
ん。また、初めは画面が通常よりちみし暗くなります。 

• 直射曰光の当たる場所に巧置しないで<ださレ。太陽光が近<の物にお豫ずると、火 
災の原因となります。やむを得ず直射日光下に置く墙合は、レンズフ□ントキトップ 
を付けて < ださい。 

レンズとアクセサリーについてのごま意 

本機には、カメラの特性に適合ずるよラに設計されたソニー製レンズ/アクセサ1」一のご 
使用をおすずめします。他社製品と組み合わせて使用した隙の性能や、それによって生 
じた事故や故障につさましては保証いたしかねますので、あらかじめご了承ください。 

























































































































































使用/保管してはいけない場所 

• 異常に高温になる場所 

炎天下や夏場の窓を閉め切った自動車内は特に高温になり、放置すると蜜形したり、巧 
障したりすることびあります。 

• 直射日光の当たる場所、熱器具の近くでの保管 
変色したり、変あしたり、故障したりずることびあります。 

• 激しい振動のある場所 
• 強力な磁気のある場所 
• 砂地、砂おなどの砂ぼこ D のをい攝所 

海辺や砂地、あるいは砂ぼこりび起こる場所などでは、砂びかからないよラにしてくだ 
ごい。故障の原因になるばかりか、修理できなくなることちあります。 

本機の温度について 

本磯を連続して使用した場を、本体やバッテリーび温かくなることびありまずび、故障で 
はありません。 


結露について 

結露とは、本機を寒い場所から急に暖かい場所へ持ち込んだときなどに、本磯の内部や外 
部に水滴び付くことです。この状態でお使いになると、故障の原因になります。 

結露を起こりにく <ずるために 

本磯を寒し顾から急に暖かし顾に持ち込むときは、ビニール袋に本機を入れて、空気び入 
日ないよラに密閉して<ださレ。約1時間放置し、移動先の温度になじんでから取り出し 
ます。 

結露が起きたとさは 

電源を切って結露びな < なるまで約1時間放置し、結露びな < なってからお使レ < ださ 
い。特にレンズの内側に付いた結露び残ったまま撮影すると、きれいな画像を記録でき 
ませんのでご注意 < ださい。 

内蔵の巧電式バックアップ電池について 

本磯は日時や各種の設定を電源の入/切や電油の有無に関おなく保持するために充電式 
バックアップ電池を内蔵しています。充電式バックアップ電池は本磯を使用している限 
り常に充電されていますび、使う時間び短いと徐々に放電し3か月程度まったく使わない 
と完全に放電してしまいます。充電してから使用してください。ただし、巧電式バック 
アップ電池び充電されていない場をでち、曰時を記録しないのであれば本機を使うこと 
びできます。バッテリー充電のたびに1」セットされる場合は、内蔵巧電式バックアップ 
電池び消耗している場合びあります。ソニーの相談窓□にお問い合わせください。 


内蔵の充電式バックアップ電池の充電方法 

本職に充電されたバッテリーを入れるか、 AC アダプター（別売)を使ってコンセントに 

つないで、本機の電源を切ったまま24時間な上巧置して < ださい。 

メモリーカードを廃棄/譲渡ずるとをのごま意 

本磯やパソコンの磯能による[フォーマット]や悄 U 除]では、メモ U - 力ード内のデータ 

は完全には消去されないことびあります。メモ I 」一力ードを譲渡するときは、バソコン 

のデータ消去専用ソフトなどを使ってデータを完全に消去することをおすすめします。 

また、メモ U — 力ードを廃棄ずるときは、メモ U - 力ード本体を物理的に破壊することを 

おすすめします。 

撮影•再生に際してのごま意 

• メモ U — カードの動作を安定させるために、メモ|」ーカードを本機で初めてお使いに 
なる場合は、まず、本磯でフォーマットすることをおすすめします。フォーマットする 
と、メモ U —力ードに記録されているすべてのデータは消去され、元に戻すことはで定 
ません。大切なデータはバソコンなどに保存しておいてください。 

• 長期間、画像の撮影や消去を繰0返しているとメモ1」一力ード内のファイルび断片化 
(フラグメンテーション）して、動画記録び途中で停止してしまラ場合びあ0まず。こ 
のような場合は、バソコンなどに画像をイ呆存したあと、[フォーマット]を斤ってくださ 
い。 

• 万一、カメラやメモ1」ーカードなどの不具合により撮影や再生びされなかった場合、画 
像などの記録内容の補償については、ご容赦ください。 

• 万一の誤消去や破損にそなえ、必ず予備のデータコピー（バックアップ)をおとりくだ 
ごい。 

• 必ず事前にためし撮りをして、正常に記録されていることを確認してください。 

• 本機は防じん、防滴、防水仕様ではありません。 

• カメラを太陽など強レ光源へ向けなレでください。内部の部品び破損するおそれびあ 
ります。 

• 強力な電波を出すところや放射線のある場所で使わないでください。正しく撮影■再 
生がで定なし'!ことびあります。 

• 本機に振動や衝撃を与えないでください。誤作動したり、画像び記録できなくなるだ 
けでなく、メモ U —力ードび使えなくなったり、撮影済みの画像データび壊れることが 
あります。 

• フラッシュの表面の巧れやゴミは、柔らかい巧などを读ってきれいにしてください。 
発光による熱でフラッシュ表面の付着物び発煙した0、焦げる場合びあります。 

• 本磯や付属品などは乳幼おの手の届く場所に置かないでください。メモ U —力ードな 
どを飲みこむおそれびあります。万一散みこんだ場合は、直ちに医師に相談して<だ 
さい。 


著作権について 

あなたび力^ラで撮影したものは、個人として楽しむほかは、著作権法上、権利ちに無断 
で使用でをません。なお、実演や興行、展示物などの中には、個人として楽しむなどの目 
的びあってち、撮影を制限してレる屬合びありますのでご注意 < ださし、。 

本書中のデータについて 

性能、仕様に関するデータは特に記載のある摇合を除き、すべて常温 (25 む）、チャージラ 
ンプ消打後、約1時間巧電したバッテリー使巧時のをのです。 


保証書と アフターサービス 

必ずお読みください 
記録内容の補償はできません 

万一、カメラやメモ u — カードなどの不具合などにより記録や再生されなかった場合、記 
録内容の補償については、ご容赦ください。 

巧話書は国内に限ちれています 

このカメラは国内仕様でず。外国で万一、事故、不具合び生じた場合の現地でのアフター 
サービスおよびその費用については、ご容赦ください。 

保証書 

• この製品には保証書が添付されていますので、お買い上げの際お買い上げ店でお受け 
取りください。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめの上、大切に保存してください。 


アフターサービス 


調子が悪いとさはまずチェックを 

r 操作編」の"巧障かな？と思ったら’’の項を参考にして故障かどラかお調べくださレ。そ 
れでも具合の悪いときはソニーの相談窓□にご相談ください （ r 操作編」の裏表紙)。 

保話期間中の修理は 

イ呆証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。詳しくは保証書をご費ください。 

保話期間経過をの修理は 

修理によって機能び維持できる場合は、ご要望により有料修理させていただ定ます。 

部品の交換について 

この商品は修理の際、交換した部品を再生、再利巧する場合びあります。その際、交換し 
た部品は回収させていただをます。 

部品の保有期間について 

当社はカメラの補修巧性能部品(製品の機能を維持するために必要な部品)を製造打ち切 
〇禮7年間保有していまず。 

商標について 

• OC はソニー株式を社の商標です。 

• "Memory Stick ’、 "メモ U — スティック "Memory Stick PRO ’’、 

"メモ U — スティック PR 0\ Memory Stick PRO - "Memory Stick Duo ’、 ‘メモ U — ス 
ティックデュオ’’、 Memory 5 ti [ kD u 日 、 ‘Memory Stick PRO Duo ’、 "メモ U — ス 
ティック PRO デュオ’’ . Memory Stick PRO Du 日 、 "Memory Stick PRO-HG Duo " 、 
"メモ U — スティック PRO - HG デュオ"、 IVIemory 5 ti [ kPRO-H 日 Dud 、 ソモ U — ス 
ティックマイクロ’、 " MagicGate " 、"マジックゲードおよび MzvgicGate はソ 
二一株式を社の商標です。 

• "InfoLITHIUM (インフオ U チウム）"は、ソニー株式会社の商標です。 

• "ブラビアプレミアムフォト’は、ソニー株式を社の商標です。 

• DVDirect は、ソニー株式を社の商標でず。 

• 目 lu - rayDisc ™ および Blu - ray ™ はブルーレイディスクアソシエーシヨンの商標でず。 

• AVCHD Progressive および AVCHD Progressive □コは、ソニー株式を社とパナソニッ 
ク株式を社の商標です。 

• Dolby 、 ドルビー、およびダプル D 記号は、 ド ルビーラボラト U - ズの商標でず。 
• Microsoft 、 Windows、Windows Vista は、米国 Microsoft Corporation の米国およ 

びその他の国における登録商標または商標です。 

• HDMI、HDM ロコ、 および High-Definition Multimedia Interface は 、 HDMI 
Licensing LLC の商標または登録商標です。 

• Macintosh . Mac OS は Apple In 仁の米国およびその他の国における登録商標です。 

• PowerPC は、米国における米国旧 M Corporation の登録商標です。 

• Intel、Intel Core . Pentium は Intel Corporation の登録商標または商標でず。 

• SDXC □ゴは、 SD -3 C , LLC の商標でず。 

• Eye - R は Eye - Fi , Inc の商標です。 

• MultiMediaCard は 、 MultiMediaCard Association の商標です。 

• 「プレイステーシヨン3」は株式を社ソニー-コンピュータエンタテイン^ントの商品 
です。また、 ぶ、 "プレイステーシヨソ’および" Plays ね tion ’ は同社の登録商標です。 

• Adobe は Adobe Systems Incoipora お d (アドビシステムズ社)の米国ならびに他 
の国における商標または登録商標です。 

• その他、本書に記載されているシステム名、製品 名は、 一般に各開発メーカーの登録商 
標あるいは商標です。なお、本文中には™、 ® マークは明記して いません。 


Works with 
PlayStation め 3 

• "Works with PlayStation 3’ □ゴは、特定の PlayStation 3 専用ソフトウてアと連携ず 
ることで、さらなる楽しみを提供する製品につけるマークです。 

の InfoLITHIUM - — J — 

S* MemoryStick tm 

Hijmr ミ客 

AVCHD 

Progressive 


应警告 I 安をのために 


誤った使いかたをしたとさに生じる 感電や傷 
害など人へのを害、 また 义災などの財産への損 

害を未然に防止ずるため、次のことを必ずお守 
0< ださい。 

♦ 


「ま全のために J のま意事項を巧る 
定期的に点検ずる 


1年に1度は、電源プラグ部とコンセントの間に 
ほこ0びたまっていないか、電源コードに傷び 
ないか、故障したまま使用していないか、など 
を点検してください。 


故障した6使わない 


カメラや AC アダフター、バッテ IJ ーチヤー 
ジヤーなどの動作びおかしくなったり、破損し 
ていることに気びついたら、すぐにソニーの相 
談窓□へご相談ください。 


万一、異常び起きた5 


> 〇電源を切る 
〇電池をはずず 
〇 ソニーの 相談窓 □に 
連絡する 


巧一、 電池の液漏れが起さた5 


〇ずぐに义気か5遠ざけて<ださい。漏れた 
液や気体に引义して発义、破裂のおそれがあ 
0まず。 

© 液が目に入った場合は、こず日ず、ずぐに水 
道水などきれいな水で巧分に洗ったあと、医 
師の治療を受けてください。 

〇液を□に入れたり、なめた場合は、ずぐに水 
道水で□を洗寄し、医師に相談してくださし、。 

〇液が身体や巧服についたときは、水でよく洗 
し、流して < ださい。 


をな音- 
におし 1 がした 5 
煙が出た5 


警告表示の意味 

この取扱説明書や製品では、次 
のよラな表示をしています。 

IA 危哟 

この表示のおる事項を守らな 
いと、極めて危険な状況び起こ 
り、その結果大けびや死!::にい 
たる危害び発生します。 

IA 警告 

この表示のある事項を守！3な 
いと、思わ说危険な状況が起こ 
り、その結果大けびや死 t にい 
たるを害び発生することびあ 
0ます。 

IA を意 I 

この表示のある事項を守！3な 
いと、思わ故危険なが況び起こ 
り、けびや財産に損害を与える 
ことびあります。 

注意を促す記号 

A A 

乂が 感笔 

行為を禁止する記号 

0 ® ® 

禁止 分解禁止めれ手禁止 

行為を指示する記号 

® 〇 

コラグをコン 指51^ 

セントから巧く 

電池について 

安全のためにの文中の「電池」 
とは、 r バッテ U - パック」も含 
みます。 


まをのために 


^警告」 底 A 

-义泌感電 


下記のを意事項を守5ないと、 义災、大けが や 巧 t 
にいたる危害び発生することびあります。 


分解や改造をしない 

义災や感電の原因とな D ます。内部点検や修理はソニーの相談窓□にご巧頼 
ください。 

⑩ 

分が禁止 

内部に水や異物(金属類や燃えやすい物など)を入れない 

火災、感電の原因となります。万一、水や異物び入ったときは、すぐに電源を 
切り、電地を取り出してくださし'1。 AC アダプターやバッテ U — チャージャー 
などもコンセントから抜いて、ソニーの相談窓□にご相談ください。 

0 

禁止 

運転中に使用しない 

自動車、オートバイなどの運転をしなびら、撮影、再生をしたり、液晶画面を 
見ることは絶対おやめ<ださい。交通事故の原因とな D ます。 

0 

禁止 

撮影時は周囲の:!犬況にま意をはらラ 

周囲の巧況を把握しないまま、撮影を斤わないでくださレ。事故やけがなど 
の原因とな D まず。 

0 

禁止 

指定 L ソ外の電池、 AC アダプター、バッテリーチャージャーを使わ 
ない 

Q 

义災やけびの原因となることびあ0まず。 

禁止 

機器本体や付属品、メモリーカードは、乳幼児の手の届く場前こ置 
かない 

0 

電池などの付属品や、メモ U —力 ー ドなどを鼓み込むおそれびありまず。乳 
幼おの手の届かない場所に置さ、おモ様びさわら破よラご;主意 < ださレ。 

万一飲み込んだ場合は、直ちに医師にネ目談してください。 

禁止 


フラッシュや AF 補助光などの撮影補助光を至近距離で人に向け 
ない 

• 至近距離で梗巧すると視力障害を起こす可能性びあ D ます。特に乳幼おを 
撮影するとさは、 Im 凹上はなれてください。 

• 運転ちに向かって使巧すると、目び < らみ、事故を起こす原因とな0ます。 

Q 

禁止 

取りはずしたレンズを通して、太陽や強い光を見ない 

視力障害や失明の原因となります。 

Q 

禁止 

長時間、同じ持ち方で使用しない 

使用中に本機び熱いと感じなくても皮膚の同じ場所び長時間輔れたままの 
巧態でレると、ホくなったり水ぶくれびでさたりなど低温やけどの原因とな 
る屬合びあります。 

凹下の摇合は特にご注意いたださ、王脚などをご利用 < ださい。 

• 気温の高い環境でご使巧になる場合 

• 血行の悪いかた、巧膚感覚の弱い方などびご使巧になる場合 

Q 

禁止 


1 AA Ak 下記のを意事項を巧らないと、 けが や 財産に損害 
1^江思1^^をちえることびあります。 


水滴のかかる場所など湿気のをい場所やほこり、油煙、湯気のをい 
場所では使わない 

火がや感電の原因になることびありまず。 

Q 

禁止 

めれた手で使用しない 

感電の原因になることびあります。 

めれ手禁止 

不安定な場所に置かない 

ぐらついた台の上や傾いた所に置いたり、不安定な状態で兰脚を設置すると、 
製品び落ちたり倒れたりして、けびの原因となることびあります。 

Q 

禁止 

コード類は正しく配置する 

電源コードやバソコン接続ケープルは、足に引っ掛けると製品の落下や転倒な 
どによりけびの原因となることびあるため、充分;主意して接続-配置してくだ 
さい。 

〇 

指示 

通電中の AC アダプター、バッテリーチャージャー、充電中の電池 
や製品に長時間ふれない 

長時間皮膚が酷れたままになってレると、低温やけどの原因となることがあ0 
ます。 

Q 

禁止 

使用中は機器を布で覆ったりしない 

熱びこちってケースび変形したり、火災、感電の原因となることびあります。 

Q 

禁止 

長期間使巧しないとをは、電源をはずす 

長期間使用しないとさは、電源プラグをコンセントからはずしたり、電池を 
本体からはずしてな管してください。火災の原因となることびありまず。- 

: Z ラクをコン 
b ントからなく 

フラッシュの発光部を手でさねらない 

フラッシュ謂光部を指-手袋などで覆ったまま謂光しない。また、発光後ち 
しばら < は駕光部に手を轴れなレで< ださし、やけど、発煙、巧障の原因とな 
D ます。 

Q 

禁止 

フラッシュ篇光部を正常な位置に上げないが態で使用しない 

指定外のアクセサリ…を装着した場合や、撮影時のスタイル等で、フラッシュ 
諾光部び上びりさらなレ巧態で謂光させると、火災の原因となることびあ0 
ます。 

0 

禁止 

レンズや液晶画面に衝撃をちえない 

レンズや液晶画面はガラス製のため、強い衝撃をちえると割れて、けびの原因 
となることびあります。 

Q 

禁止 

電池や付属品、メモリーカード、アクセサリーなどを取りはずすと 
をは、手をそえる 

電池やメモ U —カードなどび飛び出ずことびあり、けがの原因となることび 
ありまず。 

〇 

指示 

直射日光の当たる場所に巧置しない 

太陽光びおくの物に結慷ずると、火災の原因になります。やむを得ず直射曰 
光下に置く場合は、レンズキャップを付けてください。 

0 

禁止 


電池やショルダーベルト、ストラップを正しく取り付ける 


正しく取り付けないと、落下によりけびの原因となることびあります。 
また、ベルトやストラップに傷びないか使用前に確認してください。 


〇 

f 日 7 F 


電源コードを傷つけない 

熱器具に近づけたり、加熱したり、加工したりすると义災や感電の原因となり 
ます。また、電源コードを抜くと定は、コードに損傷を与えないように必ずプ 
ラグを持って抜いて < ださい。 


Q 

禁止 


可燃性/爆を性ガスのある場所でフラッシュを使用しない 


Q 

禁止 


區—危均電池についての 
を全上のご注意とお願い 


漏液、発熱、を义、破製、誤飲による大けが や 
やけど、 义災などを避けるため、下記のを意 
事項をよ < お読み<ださい。 


1 八危険 1 

• バッテ U —バックは指定されたバッテ U —チャージャー 
が外で充電しない。 

• 電池を分解しない、火の中へ入れない、電モレンジや オー 
プンで加熱しない。 

• 電池を火のそばや炎天下、高温になった車の中などに放置 ( v ) 
しない。このぶラな場所で充電しない。 

• 電池をコインやヘアーピンなどの金属類と一緒に携帯、保 n 

管しない。 

• 電池を水-海水-牛乳-清涼飲料水-石酿水などの液体で 
施らさない。施れた電池を充電したり、使用したりしなレ。 

A 警告 

• 電池を A ンマーなどでたたいた D 、 踏みつけたり、落下さ 
せた0するなどの衝撃や力を与えなレ。 

• バッテ U —バックび変形-破損した場合は使巧しない。 禁止 

I/K ミ主意1 

• 電池は、+、-を確かめ、正しく入れる。 

• 電池を使い切ったとさや、長期間使巧しない場合は機器か 
ら取り出しておく。 f 旨ホ 

お願い 

U チウムイオン電池は、リサイクルできます。不要になった U チ 
ウムイオン電池は、金属部にセ nA ンテープなどの絶緑テープを 
貼って1」ヴイク J レ協力店へお持ち下さい。 

鎮 

Li-ion 

1」チウムイオン電池 

巧電式電池の回収*リサイクルおよびリサイクル協力店については、 

一般社団法人」 BRC ホームぺージ 

http :// wvvvv . jb に net / hp / contents / index.html を 参照して下さい。 









